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Ｃ
Ａ
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に
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な
ま
ち
づ
く
り
の
神
髄
を
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は
じ
め
に

　

低
気
圧
が
近
づ
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
降
り
始
め
た
雨
の
中
を
長

蛇
の
列
が
い
つ
来
る
と
も
知
れ
な

い
バ
ス
を
待
つ
。
渋
滞
で
車
列
は

一
向
に
動
か
ず
、
雨
に
煙
る
街
に

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
け
た
た
ま
し
く

鳴
り
響
く
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
大
都
市
は
混
沌

の
中
に
あ
る
。
マ
ニ
ラ
を
縦
断
す

る
エ
ド
サ
通
り
、
都
市
鉄
道
Ｍ
Ｒ

Ｔ
３
号
線
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
１
号
線
が
交

差
す
る
タ
フ
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に

降
り
立
つ
と
、
む
せ
返
る
熱
気
と

喧
騒
の
中
を
う
ご
め
く
人
と
車
に

圧
倒
さ
れ
る
。
都
市
は
富
を
生
み

出
す
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
で
あ
る
一

方
、
無
秩
序
な
膨
張
は
持
続
可
能

な
成
長
を
脅
か
す
。
東
南
ア
ジ
ア

の
都
市
は
貧
困
、
格
差
、
食
糧
、

水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
な
ど
今

日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
を
凝
縮
す

る
。
も
と
よ
り
沿
岸
部
に
広
が
る

東
南
ア
ジ
ア
の
大
都
市
は
気
候
変

動
の
脅
威
に
直
面
す
る
。
そ
し
て

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
公
衆
衛
生
を
意
識
し
た

安
全
、
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
、
都

市
の
集
積
と
分
散
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
新
た
な
課
題
を
突
き
付
け
る
。

日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
は
緊
密
な
相

互
依
存
関
係
に
あ
る
。
こ
の
地
域

の
持
続
可
能
な
発
展
は
日
本
の
繁

栄
に
直
結
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の

都
市
問
題
の
解
決
は
日
本
に
と
っ

て
も
緊
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
環
境
共
生
の
胎
動

　

自
由
貿
易
と
投
資
を
原
動
力
に

東
南
ア
ジ
ア
は
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
経
済

成
長
に
必
要
な
電
力
や
道
路
、
港

湾
等
が
優
先
さ
れ
、
下
水
や
廃
棄

物
な
ど
環
境
イ
ン
フ
ラ
は
後
回
し

に
さ
れ
て
き
た
。
増
え
続
け
る
人

口
に
都
市
交
通
の
整
備
も
追
い
付

か
な
い
。
高
層
ビ
ル
の
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
は
弛
む
こ
と
な
く
進
み
、
都

市
を
圧
迫
す
る
。
し
か
し
、
台
頭

す
る
都
市
新
中
間
層
は
快
適
で
住

み
や
す
い
街
を
切
望
す
る
よ
う
に

な
り
、
国
家
リ
ー
ダ
ー
も
彼
ら
の

声
を
も
は
や
無
視
で
き
な
い
。今
、

環
境
共
生
志
向
の
萌
芽
を
感
じ
る
。

静
脈
産
業
に
本
格
的
な
商
機
が
訪

れ
よ
う
。
但
し
、
国
民
全
体
の
意

識
は
ま
だ
低
く
、
財
源
や
ノ
ウ
ハ

ウ
も
不
足
す
る
中
、
問
題
は
環
境

と
調
和
す
る
持
続
可
能
な
都
市
を

い
か
に
造
り
上
げ
て
い
く
か
だ
。

横
浜
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ　
ア
ジ
ア
の

環
境
都
市
を
創
造
す
る

　

忘
れ
え
ぬ
秋
の
日
。
２
０
１
１

年
10
月
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
緒
方
理
事
長

（
当
時
）
は
横
浜
市
を
訪
れ
た
。

そ
し
て
林
市
長
と
包
括
連
携
協
定

が
締
結
さ
れ
た
。
私
は
夢
中
で
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
狙
い
は
公

民
連
携
を
通
じ
た
都
市
問
題
解
決

と
い
う
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ

る
。
緒
方
さ
ん
は
横
浜
市
は
大
事

な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ぜ
ひ
連
携
を
進

め
ま
し
ょ
う
と
自
ら
旗
を
振
っ
た
。

　

ア
ジ
ア
新
興
国
の
都
市
問
題
は

多
様
化
・
複
雑
化
し
、
日
本
の
民

間
企
業
の
優
れ
た
知
見
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
す
チ
ャ
ン
ス
に
満
ち
て

い
る
。
産
業
構
造
や
系
列
の
あ
り

方
が
変
容
し
、
下
請
け
企
業
か
ら

脱
却
し
て
新
興
国
市
場
に
果
敢
に

挑
戦
す
る
中
小
企
業
は
少
な
く
な

い
。
横
浜
市
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連
携

は
こ
う
し
た
意
欲
あ
る
企
業
の
海

外
展
開
を
後
押
し
し
、
企
業
の
創

意
を
駆
使
し
て
、
ア
ジ
ア
の
都
市

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
自
治
体
が
大
き

な
カ
ギ
を
握
る
の
か
。
か
つ
て
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
省
エ
ネ
の
た
め
の

ス
マ
ー
ト
・
メ
ー
タ
ー
導
入
を
仕

掛
け
た
時
に
苦
い
体
験
を
し
た
。

売
り
込
み
を
行
っ
た
日
本
企
業
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
は
大
変
乗
り

気
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
、
楽

観
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

地
に
よ
く
あ
る
社
交
辞
令
で
本
音

は
全
く
逆
で
あ
っ
た
。
技
術
水
準

が
高
す
ぎ
て
使
い
こ
な
せ
な
い
、

コ
ス
ト
が
高
い
、
我
々
に
合
っ
て

い
な
い
と
。

都
市
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
カ
ギ
を
握

る

　

都
市
問
題
は
複
合
的
に
絡
み
合

い
、
途
上
国
の
自
治
体
の
首
長
は

縦
割
り
で
は
な
く
、
総
合
的
な
解

決
策
（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
を
希

求
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
こ
れ
は

地
方
行
政
を
実
際
に
担
い
、
市
民

参
加
や
企
業
と
の
連
携
な
ど
を
通

じ
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
巻
き
込
み
、
複
雑
な
利
害
を
調

整
し
、
ま
た
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

掘
り
起
こ
し
、
苦
情
に
も
粘
り
強

く
対
応
し
、
苦
労
を
重
ね
て
き
た

自
治
体
に
帰
属
す
る
都
市
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
場
の
行
政
体
験
は

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
東
南
ア
ジ
ア

の
都
市
に
説
得
力
あ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
る
。
自
治
体
同
士
が
親
密

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
同
じ
立

場
・
目
線
で
話
し
合
い
、
悩
み
を

共
有
し
、
住
民
参
加
、
条
例
制
定
、

執
筆田

中 

寧

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
緒
方
貞
子
平
和
開
発
研
究
所　

顧
問



47■ 特集・「国際都市横浜」が推進する国際協力

47
人
材
育
成
、
企
業
の
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
模
索
・
提
案
す

る
こ
と
が
大
事
だ
。
例
え
ば
、
深

刻
化
す
る
ご
み
問
題
に
は
高
性
能

の
焼
却
施
設
が
有
効
で
あ
る
が
、

途
上
国
の
財
政
で
は
コ
ス
ト
負
担

が
容
易
で
は
な
い
。
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
ご
み
減
量
や
廃
棄
物
発
電

（w
aste to energy

）
の
導
入
な

ど
総
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
る
。
一
見
迂
遠
だ
が
、

日
本
の
技
術
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
一
部
と
し
て
価
値
を
発
揮
で
き

れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
る
。ま
ち
づ
く
り
の
バ
リ
ュ
ー
・

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
そ
こ
に
日

本
企
業
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み

込
む
わ
け
だ
。　
　
　
　
　

　

横
浜
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
の

連
携
は
都
市
間
協
力
の
モ
デ
ル
で

あ
る
。
横
浜
市
企
業
の
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成

果
だ
。
セ
ブ
は
ア
ジ
ア
有
数
の
リ

ゾ
ー
ト
で
あ
る
と
同
時
に
人
口
２

０
０
万
人
超
の
同
国
第
２
の
都
市

圏
で
あ
る
。
美
し
い
ビ
ー
チ
の
背

後
に
は
市
井
の
人
々
の
暮
ら
し
が

あ
る
。
廃
水
や
ご
み
問
題
は
深
刻

で
あ
り
、
成
長
と
環
境
が
調
和
す

る
都
市
開
発
が
必
要
だ
。　
　
　

　

一
般
に
途
上
国
の
都
市
開
発
に

は
長
期
的
な
視
点
が
欠
落
し
て
い

る
と
感
じ
る
。
セ
ブ
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
地
場
企
業
の
ト
ッ
プ

か
ら
、
市
長
が
変
わ
る
と
政
策
や

イ
ン
フ
ラ
計
画
が
一
変
す
る
、
近

隣
地
域
と
の
調
整
に
明
け
暮
れ
整

合
性
あ
る
都
市
開
発
が
進
ま
な

い
、
日
本
で
は
な
ぜ
都
市
計
画
が

着
実
に
実
行
さ
れ
る
の
か
、
な
ぜ

市
民
社
会
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く

り
に
協
力
す
る
の
か
と
悩
み
を
吐

露
さ
れ
た
。
民
間
企
業
の
切
実
な

思
い
で
あ
ろ
う
。
横
浜
市
の
「
６

大
事
業
」
は
長
期
的
な
都
市
開
発

を
体
現
す
る
優
れ
た
手
本
で
あ

る
。
み
な
と
み
ら
い
は
途
上
国
の

人
の
視
察
定
番
コ
ー
ス
に
ふ
さ
わ

し
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

ア
ト
リ
ウ
ム
を
貫
く
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
か
ら
眼
下
に
み
な
と
み
ら
い

駅
の
地
下
ホ
ー
ム
の
車
両
を
見
下

ろ
す
景
観
は
圧
巻
で
あ
る
。
今
、

東
南
ア
ジ
ア
は
地
下
鉄
な
ど
都
市

交
通
整
備
の
黎
明
期
に
あ
る
。
こ

う
し
た
都
市
交
通
と
ま
ち
が
一
体

化
し
た
機
能
的
な
都
市
空
間
に
大

い
に
触
発
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
横
浜
市
へ
の
期
待
―
ア
ジ
ア
発
の

国
際
環
境
都
市
に

　

今
日
、
世
界
の
様
々
な
都
市
が

環
境
都
市
を
標
榜
す
る
。
こ
れ
は

行
政
、
市
民
、
企
業
、
大
学
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
が
長
い
時
間
を
か
け
て
醸

成
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
朝
一
夕

に
は
成
立
し
え
な
い
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
。
市
民
の
高
い
意
識
に
支
え

ら
れ
、
横
浜
市
に
は
環
境
都
市
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
息
づ
い
て
い
る
。
今
、

欧
米
の
環
境
都
市
が
世
界
を
席
巻

す
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
は
文
化
、

気
候
・
風
土
、
自
然
災
害
の
多
い

国
土
な
ど
日
本
と
類
似
点
が
多

い
。
国
民
は
ア
ジ
ア
的
な
ウ
エ
ッ

ト
な
精
神
を
共
有
し
、
何
よ
り
も

日
本
に
信
頼
と
憧
れ
を
寄
せ
て
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
問
題
の

解
決
は
日
本
が
リ
ー
ド
で
き
る
は

ず
だ
。
横
浜
市
に
は
ア
ジ
ア
の

人
々
が
信
頼
し
、
憧
れ
る
国
際
的

な
環
境
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に
磨
き

を
か
け
て
ほ
し
い
。

　

横
浜
市
の
国
際
協
力
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
そ
の
恩
恵
を
受

け
る
の
は
ア
ジ
ア
の
発
展
を
け
ん

引
す
る
都
市
中
間
層
で
あ
る
。
彼

ら
は
よ
り
質
の
高
い
住
環
境
、
食

の
安
全
、
栄
養
、
保
健
・
医
療
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
等
へ
の

ニ
ー
ズ
を
貪
欲
に
高
め
て
い
く
。

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
止
ま
ら
ず
、
幅

広
い
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
は
ず

だ
。
彼
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

横
浜
ブ
ラ
ン
ド
を
根
付
か
せ
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
日
本
の
成
長

に
は
ア
ジ
ア
と
の
共
生
が
不
可
欠

で
あ
り
、
国
際
協
力
は
そ
の
端
緒

を
開
く
だ
ろ
う
。
今
、
脱
炭
素
化

が
世
界
的
な
潮
流
で
あ
る
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
増
加
す
る
東
南

ア
ジ
ア
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
脱

炭
素
化
の
主
舞
台
は
都
市
で
あ

る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
社
会
を

目
指
す
か
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
産

官
学
の
知
を
結
集
し
、
技
術
・
資

金
協
力
に
よ
り
後
押
し
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。
脱
炭
素
社
会
へ
の
移

行
は
新
た
な
商
機
を
生
み
出
す
。

ア
ジ
ア
の
都
市
間
協
力
を
横
浜
市

の
成
長
戦
略
の
要
に
据
え
、
ア
ジ

ア
共
生
の
旗
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

む
す
び
に

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
今
、
公
衆
衛

生
の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
偉

業
に
思
い
を
巡
ら
す
。
横
浜
市
で

行
う
水
道
分
野
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修

に
参
加
し
た
途
上
国
の
研
修
生
は

ま
ず
、
横
浜
水
道
１
０
０
年
の
歴

史
の
ビ
デ
オ
を
目
に
す
る
。
そ
れ

は
コ
レ
ラ
の
流
行
を
機
に
英
国
人

技
師
Ｈ
．
Ｓ
．
パ
ー
マ
ー
氏
を
顧

問
に
迎
え
、
相
模
川
の
上
流
に
水

源
を
求
め
、
１
８
８
５
年
、
近
代

水
道
の
建
設
に
着
手
し
、
１
８
８

７
年
に
完
成
し
た
こ
と
を
伝
え

る
。
資
金
、
技
術
が
著
し
く
不
足

し
て
い
た
１
０
０
年
以
上
前
の
日

本
で
当
時
、
経
験
の
な
い
衛
生
的

な
近
代
水
道
の
建
設
を
決
意
し
、

海
外
か
ら
技
術
者
を
招
聘
し
、
大

工
事
を
断
行
し
た
横
浜
水
道
の
歴

史
は
先
見
性
に
満
ち
、
途
上
国
の

国
づ
く
り
に
大
き
な
示
唆
と
勇
気

を
与
え
よ
う
。

　

横
浜
市
Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
、
横
浜

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
の
出
会
い

は
私
の
財
産
で
あ
る
。
海
外
出
張

を
共
に
し
、
ま
た
、
幾
度
と
な
く

新
興
国
の
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て

議
論
し
た
。
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

タ
ワ
ー
の
展
望
フ
ロ
ア
で
は
、
半

世
紀
以
上
前
、
横
浜
中
心
部
に
建

設
す
る
高
速
道
路
を
あ
え
て
地
下

化
し
た
逸
話
を
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
う
し
た
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
神
髄
を
都
市
問
題
に

悩
む
東
南
ア
ジ
ア
に
伝
え
て
ほ
し

い
。

　

セ
ブ
市
の
ラ
マ
市
長
（
当
時
）

と
の
出
会
い
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

２
０
１
１
年
、
彼
の
執
務
室
を
初

め
て
訪
ね
た
時
、
横
浜
市
と
の
連

携
構
想
の
意
義
を
瞬
時
に
理
解
し

た
。
部
下
を
連
れ
て
来
日
し
た
時

に
は
意
気
投
合
し
て
横
浜
市
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
料
理
屋
で
歌
い

踊
っ
た
。
セ
ブ
は
海
洋
都
市
で
あ

る
。
Ｉ
Ｔ
を
軸
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
喚
起
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
。
空
は
青
く
、
海
は
そ
れ
以

上
に
青
い
。
こ
れ
を
次
世
代
に
継

承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
今
、
彼
の
言
葉
に
思
い
を
馳
せ

る
。「
セ
ブ
を
こ
の
国
の
環
境
都

市
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
し
た
い
。

横
浜
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
い
つ
か
き
っ
と
セ
ブ
を
横

浜
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
住
み
や
す
い
街
に
し
た
い
。」


